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片 渕 悦 久
1925年。文化史的 にはジャズ ・エ イジ、 文 学史 的 な らば ロス ト ・ジェ ネ
レー ションと呼ばれるアメ リカ1920年代 のち ょうど折 り返 し点 で あ る この
年 は、同時 にアメ リカ小説史を概観すれ ば、稀 に見 る多産 な一 年 であ った。
その年 出版 の作 品すべ てをカタログ的 に網羅す るいとまはないが、た とえば、
F.ScottFitzgeraldはTheGreatGatsby,ErnestHemingwayはinour
time,WillaCatherはTheProfessor'sHe)use,そしてTheodoreDreiser
はTheAmericanTragedyをそれぞれ発表 し、 その どれ もが 文学史 的正 典
にあげて も申 し分 のない、 いず れ劣 らぬ力作 として肩 を並 べ た一年 と言 え ば
十分 だろ うか。 こうした きらびやかな顔 ぶれ とは対照 的に、 同 じこの年 に 出
版 されなが らも、一度 は文学史 的に忘れ去 られて いた とあ る作家 の代 表作、
それがユ ダヤ系女性作 家AnziaYezierskaのB㎎α4Giversであ る。
ところで、WalterBennMichaels}ま、1920年代 の ア メ リカ小説 が、 文
化 ・思想史的影響 の面か ら当時 の北 欧民族(白 人)優 越論(nativism)のも
とで、新 たなるアメ リカ的 アイ デンティティの形成願 望 とどの よ うに関わ っ
て いたか を考察 している。 以下 は、Michaelsが1925年をキ ーワ ー ドに主張
の要点 を述 べた部分で ある。
I will argue that nativism in the period just after World War I in-
volved not only a reassertion of the distinction between American 
and un-American but a crucial redefinition of the terms in which 




Michaelsは、1925年を ひと・っの転換点 と した、 ア メ リカ的 な る もの を希求
す るアメ リカ文学の こう した顕著 な動向を"nativistmodernism"と命名 し、
Cather,Fitzgerald,Faulkner,Hemingwayらこの 時代 の代表 的作 家 の テ
クス トを取 り上 げ、nativist的イデオ ロギーの典型的発現形態 を検 証 す る。
さらにMichaelsは、WASP作 家 だけで はな く、当時の アフ リカ系、 ユ'ダヤ
系 な どのいわゆるマイノ リテ ィ作家へ もその考察 の対 象 を広 げ、1920年代
アメ リカの歯家(国 民)的 アイデ ンテ ィテ ィが、単 にWASP主 流文 化 へ溶
け込 む ことによってで はな く、各移民 の人種的差異に基づ いて形 成 され る可
能性 を喝破 してみせ る。
実 は、 そ うしたマイノ リテ イ作家 のひと りと してMichaelsが取 り上 げて
い るのがYezierskaのB㎎α4Giversなのである。物語 の ヒロイ『ン/語 り手
で あ るSaraは 、 東 欧 系 ユ ダ ヤ移 民 の四 人 姉 妹 の 末 娘 だ が 、 父 親Reb
§molinskyが行使す る伝統的 なユ ダヤ家父長制的抑圧 に反発 し、 自立 して ひ
とりの アメ リカ人 として生 きよ うと努力す る。貧 しい移民 に厳 しい現実 を前
に して、Saraは次 々とその希望 を くじか れ る。 しか し、 最後 に は様 々 な苦
難や差別を乗 り越 え、 ユ ダヤ移民 の子供たちの英語教 師 とな り、彼 女 の ささ
やかな夢 はか な う。同時 に、Saraは勤 あ先 の学校長HugoSeeligと結 ばれ、
物語 は一 見幸 せな結末 を迎 え るかに思われ る。 ところが、 彼女 はかっ て嫌悪
した父親 のもとへ戻 り、HUgoと と もに父親 を引 き取 り、 生活 を共 にす る決
意を固め る結 末へ と至 る。
Michaelsによれば、Saraが父 の もとへ帰 る結末 は、,いったん はsダ ヤ性
を捨 てたかに見えるひ とりのユ ダヤ人 によ る、主流 アメ リカ文化 への同化 の
拒絶 である(70)。Saraは苦難の果て に、や はり自分 が ユ ダヤ人 であ る こと
を再 確認 す るのであ る。 た しかに この幕引 きは、."racialidentity"を基盤 と
1925 from what it had meant at, say, the turn of the century; indeed, 
the very idea of national identity would be altered. (2)
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す る、 当時 の多元主義(pluralism)的な ア メ リカ ン ・ア イデ ンテ ィテ ィ確
認のあ り方 にふ さわ しいのか もしれな い。 もっ と も、Michaelsがこの作品
を引 き合い に出 した所以 は、主流WASPと 非主流移 民 との対 比 の構 図の中
だけで人種 的ア イデ ンテ ィテ ィが問題 とな るのではな く、 ユ ダヤ人 社会 内部
に もまた、 移民第一世代 と第二世代 との間で、伝統 的価値 観 の放棄 とア メ リ
カ社会への 同化 の是 非 をめ ぐる確執 とい う形 で、 一 種 の"nativistplural-
ism"(69)が投影 され るとい う点 にこそ求 め られ る。 した が って、Saraが
アメ リカナ イズされ たユ ダヤ系男性を配偶 者 と して選 びっっ も、 父親 と共 に
暮 らす とい う象徴的 な意 味合 いが込め られ た行為 によ り、 自 らのユ ダヤ人 と
しての起源 への立 ち返 りを暗示 す る形 で物 語 が結 末 を迎 え るこ とが、1920
年代 をnativismの言説 で括 ろうとす るMichaelsにと って、 傍 証 に適 した
範例 であ ることは疑 うべ くもない。B㎎α4Giversに対す るMichaelsの結 論
を引用 して お こう。"Throughtherestorationofthechildtoherfather,
JewishnessismadeJewishnessagain;theclaimtoonebloodbecomes
theclaimtodifference"(Michaels72).
た しかに これ は正鵠 を射た指摘 であ り、 あえて覆 す必要 は ない。 しか しな
が ら、本稿で取 り組んで みたいの は、 単にMichaelsの読 み を追認 す る こと
で はない。 なるほど、Yezierskaをnativistと読 むこ とに一見問題 はな いよ
うに思 われ る。 だが仮 にそ うだと して、 はた してMichaelsが想定 す る よ う
に、第一次大戦後 の移民割 当法 の時代 と共 振す るnativismの言 説 か ら、 ひ
とりのユダヤ系女性作家 もまた自由で はなか ったとい う見解 を、単 純 に結論
に代 えて しまってよいだ ろうか。 そ こで以 下 で は、 作 品 出版 当時の1920年
代 アメリカの時代的背景 を コンテクス トと してふ まえなが ら、B㎎αdGivers、
および作者Yezierskaとア メ リカ ン ・アイデ ンテ ィテ ィ探求 のテー マとの関
係 に新たな光 を当ててみたい。
さて、 まず はここでCarolB.Schoen作成 の年表 お よ び伝 記的記 述 に し
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たがって、1920年代前半、 と りわ けBreadGivers出版 までのYezierska
にっ いて概観 してみたい。1892年ごろ、 幼 くして家族 とと もに東欧 か ら移
民 して きたYezierskaは、苦 学の末に大学 卒業の資格 を得 る。 その後John
Deweyと親交 を深 め、 その影響か ら1910年代終わ りには本格 的 に作 家活動
を開始 して いる。 そ して、その後20年 代 前半 までに はい くっか の作 品集 や
長編小説を発表 し、 それ らが好 意的な批 評を受 けた こと、 さ らには第 一短編
集がハ リウ ッ ドでの映画化の権利 を獲得 した ことによ って、 作 家 と して名 を
知 られ るよ うにな り、また経済 的に も安定 した生活 を送 れ るまで の成 功 を収
めていたので ある。言 うなればYezierskaにとっての1920年代 は、 少 な く
ともその前半 まで は、充実 した時期 であ ったにちがいない。
ところで、 自分 の小説 の主人公 たち と同様 に、Yezierskaの人生最大 のテー
マ もまた"Americanization"にあった(Schoen1-15)ことは間違 いな い。
この点か ら考 えれば、一見彼女 はアメ リカ作家 と して の足場 を十分 に固 め、
作家 と して の成功 を拠 り所 に、 ひと りのアメ リカ人 と して 自己実 現 を果 た し
たとす る向 き もあるだろ う。 しか し、 そ うで あれ ばなお さら、 作 者 の 自伝 的
要素が色濃 く反映 していると解釈 されるBzθα4Giversの、 充実 した人生 に
暗 い影を投 げかけるよ うな結末が、作者 自身 の実生活での成 功 とは裏 腹 に、
ヒロイ ンSaraの自己実現 の希望 を くじき、不安 な将来 を暗示 す るよ うに思
われてな らない。 と りわ け物語の最終パ ラグラフが次のよ うな一節 で 締 め く
くられ るの は、 この点 を象徴的 に示 して いると言え る。父 親 を 自分 の もとに
引 き取 るこ とを決 め、将来配偶者 となるHugoと 手 に手 を取 り合 って、 と り
あえず彼女 は父 の家 を後 にす る。 そのときの心境 を、語 り手Saraは次 の よ う
に叙述 して いる。"ButIfelttheshadowstillthere,overme.Itwasn't
justmyfather,butthegenerationswhomademyfatherwhose
weightwasstilluponme"(297).たしか に、 これ は楽観 的な結 語 とは言
いがたい。極 端 に言えば、 このよ うな視点 か ら小説全体 を読 み返 してみ ると、
彼女 の努力 は徒労以外の何 もので もなか った と結論 づけ られ て しま うか も し
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れない。因襲 的なユ ダヤ人社会 に別れを告げ、家 を離 れ独立 し、 必死 の思 い
で奮闘す るSara。しか しその人生 は、彼女 が何 より も望 んだ"changedinto
aperson"(237)とい う境地 に達 して幸せ を約束 されるどころか、母 親 の死
と父親 との和 解な き再 会が示 すよ うに、結局失敗で あ ったよ うに見え る。
そ もそ もSaraの自己実現 は、 まず もって 自立す る こと、 そ してそ れ はと
りもなおさず アメ リカ人にな りたい とい う夢 の実現 にかか って いた。 以下 の
引用 は、 この点に関 して、 素朴 な余 りまんま と詐欺 師の手 にか か り一 杯 食 わ
されて雑貨 店経営 に失 敗 した父親 との口論 か ら、 ついには家 を飛 び出す に至
る場面で、SaraがSmolinskyに言い放つ決定的な一節であ る。
"My will is as strong as yours. I'm going to live my own life. 
Nobody can stop me. I'm not from the old country. I'm 
American!" (138)
父 は古 い世代 のユ ダヤ人、 自分 は新 しい世代 のアメ リカ人。 自分 が ア メ リカ
人であ ることを確 認す るためにSaraができ ること、 それ は 自 らのユ ダヤ性
の否定 にほかな らない。 しか し、化粧の仕方や服装 の模倣 によ って、 どれ だ
けアメ リカ人 らし く振 舞お うとも、 しょせんSaraがユ ダヤ人で な くな る こ
とはない。 そ もそ も自分 自身 の言葉 とは裏腹 に、彼女 はアメ リカ生 まれ では
ないのであ る。そ れどころか彼女 も、れ っき とした"fromtheoldcountry"
のひと りにほかな らな い。 この点の傍証 と して、た とえばSaraは、 生徒 た
ちの発音を直 しつつ も、実 は自分 がいつ まで もイデ ィッシュ語訛 りの英語 発
音 が抜 けず、それ をHugoに や さ しく諭 され るというエ ピソー ドをあ げ るこ
とがで きる。
しか し、 この エ ピソー ドが結果的にSaraとHugoと を親 しく結 びっ け、
さ らにはふ たりが同郷 の東欧移民であ ることが判明す るエ ピソー ドへ とっな
が り、 それ をきっか けに して物語 は、共 にユ ダヤ人であ るこ との喜 び を前面
に出す トー ンへ と変化 す る点 には注 目 してお く必要 があ る。Hugoと す っか
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り打 ち解 け、 意気 投合 したSaraは こ う語 る。"Afterthat,alldifferences
droppedaway.Wetalkedonelanguage.Wehadsprungfromone
soi1"(278).さらにHugoはこう付 け加 え る。"`YouandI,weareofone
blood'"(278).「同 じ血 が流 れている」 とは、 もち ろん この時 代 の言説 で
は、共通 の人 種的 アイデ ンテ ィテ ィをわかちあっているこ とを表 す典 型 的 な
言 い回 しであ る。 ここでは、血統 と人種的 アイデ ンティテ ィが限 りな く同質
の もの とと らえ られているので ある。
こうした物語 の展開 は、 ユダヤ系社会内部 にお ける、 自民族 中心 主 義的 な
あ る種 のnativismが浸透 していた可能性 を主張す る十分 な証 左 とな るだ ろ
う(Michaels70,162n127)。なるほど、 ユダヤ人 の血 を引 くSaraが、 ど
う逆立 ち して もWASPア メ リカ人 になることはあ りえ ない。 もち ろん これ
は、WASP的nativismの、 人種的差異 を アイデ ンテ ィテ ィの本質的基 盤 と
す る考え方か ら生 まれた視点 に ほか な らな い。 しか しなが ら、 先 に あ げた
Michaelsの説 を もう一 度参 照す るな らば、 逆 に移 民側 か ら見 た場合 、 主流
文化 ・社会へ の同化の問題が、単 にWASPア メ リカ文化 対周 縁的移 民 文化
との相克 にとどま らず、た とえばユ ダヤ移民文化 内部 において も同様 に、 新
旧世代の対立 として顕在化 したプ ロセスが、 あ らためて ここで確認 されよう。
だとすれば、nativismとは単な る移民 排 除の思想 にの み立脚 す る もので は
な く、よ り大 きな文化 的 コンテ クス トにお いて、 ユ ダヤ系 を含 む非WASP
の各民族集団 に とって、 きわめて現実的 な自己確認 の拠 り所で もあ った とも
言え るのであ る。
さて、上で はB㎎ α4Giversの物語 を、 東欧 ユ ダヤ移 民 が激増 した時代 の
アメ リカ社会 が本 質的 に帯 びていたnativismの問題か ら検証 して きた。 ユ
ダヤ系移民に とっての1920年代 アメ リカ、 それは、1880年代以降 、 主 に東
欧か ら大西洋 を渡 って きた大量 のユダヤ移民が、度重 なる移 民制 限法 によ り
高ま る移民排他思想 に直面 し、 自 らのアイデ ンテ ィテ ィを見 直 す必要 に迫 ら
れた時期 にちがいない。 わけて も、周知 のよ うに1924年の移民 割 当法(the
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Johnson-ReedImmigrationActある いはNationalOriginsAct)は、
1890年の国 勢調査を もとに、 出身国別住民 の2パーセ ン ト以内 の移民 数 のみ
を受 け入 れ るとい うもので あった。 これによ り、東欧 ユダヤ人 の主 な 出身 国
であ るポー ラン ドや ロシアか らの移民数 は、 それぞれ4分 の1、10分 の1ま
で に激減 した(Goldberg159-60)。もち ろん、 この移民 法 はユ ダヤ移 民 だ
けを対象 と した もので はな く、む.しろ日本を含 むア ジア各 国か らの移民 を大
幅 に制限す る意味合 いがあ ったことはあ らためて確認 するまで もな い。 しか
し、少 な くともそれまでの移民制限法 の とどめを刺す形で、 これ以降、1880
年代か らの30年 ほどの間に総計 で200万人を超 えた と され る東 欧系 ユ ダヤ
人 の移民 に事実上 ピ リオ ドが打 たれ たこともまた事実 であ る。
もっとも、 この移民割 当法が、 旧移民 をすべて アメ リカ人 と して認 め る こ
とを前提 と した上 に成立 した とい う逆説 は看過で きな い。 そ の意味 で は、 皮
肉に もユ ダヤ人 もまたユ ダヤ系 アメ リカ人 というあい まいな、 しか しなが ら
マ定 のアイ デンテ ィテ ィを獲得 する ことがで きたので ある。重 要 なの は、 こ
れが人種 の区別を前提 としっつ、人種的差異 を差異 と して そ のま ま統 合 しよ
うとす るモザ イク模様 のア メ リカ ン ・アイデ ンテ ィテ ィ形成 の契 機 にな った
ことで ある。1920年には国人 口の約半数 を移民 第一、 第 二世 代 が 占め、 と
りわ けニュ厂 ヨークの居住人 口600万人 の うちWASP人 口 はそ のわず か6
分 の1に とどま っていた(Douglas304)状況 を考 え るな ら、nativismが
WASP占 有の思想 ではな く、各移民集 団 中心 の思想 へ と読 みか え うれた と
して も当然 で あ ろ う。 こ う して 、1920年 代 の 時 代 思 潮 の 基 調 を な す
ネ イ テ イ ヴ イ ズ ム ネ イ テ イ ヴ イ ズ ム ネ イ テ イ ヴ イ ズ ム
白人至上主義 の言説 は、移民排他運動を経て、 自民族 中心主義 へ とそ の意味
内 容 を ず ら して い った の で あ る。 ひ と りの ユ ダ ヤ系 ア メ リカ人 ・一・
Smolinskyのnativismが強力 な影響力を もた らす条件 は、 この点 に求 め ら
れねばな らない。 一
しか し、 これだ けでSmolinskyによ るユ ダヤ的 ル ー ッの強 調 が、 そ のま
まアメ リカ ン ・アイデ ンテ ィテ ィの確認 にっ なが るとい う解 釈 を引 き出す の
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は、 あ まり に飛 躍 しす ぎで あ ろ う。 そ こで こ こか らは、Smolinskyの
nativist的ロジ ックとどのよ うに距離 をとりなが ら、Saraがユ ダヤ人 と して
のアイデ ンテ ィティを探求 して い くのか という点 に焦 点を絞 り、 さ らに考 察
を進 めていきたい。
まず確認 してお きた いのは、ユ ダヤの伝統 的社 会通念 に則 って言 え ぼ、 ユ
ダヤ人 をユダヤ人 と認め る条件 はい くっか考え られ るが、 中で も母 親 が ユ ダ
ヤ人 であるとい う条件 は、本質的な区別の方 法 としてよ く知 られ た こ とで あ
る(Unterman10-11)。この生物学的出 自の問題 を、本来 な らば宗教 的な帰
属 を拠 り所 と して も不思議で はないSmolinskyがい った いどの程度 まで 重
要視 して いたか、物語 内容だ けか ら読み取 ることはで きない。 しか し、 彼 が
娘 たち4人 の うち、少 な くと もSaraを除 くBessie,Mashah,Faniaの3人
を、父親 と しての絶対 的権 力を行使 して、次 々 とユ ダヤ人 の もとに嫁 がせ る
ことによって、っ まりは娘 たちをユ ダヤ人の妻 に、 さ らに言 い換 えれ ば、 次
代の子供 たち の母 親にす ることによって、生物学 的な意味 での、 限 りな く純
血 に近 いユ ダヤ人 の数 を増 やす ことに貢献 したの と同等 な意味 を持 っ の は疑
いな い。
生物学 的な出 自への注 目、 それ はつま り人種 的アイデ ンテ ィテ ィを 自己形
成の本質 的問題 と考え ることに等 しい。 したが って、娘 た ちの気持 ち を一切
考慮 に入れな いSmolinskyの独善的 な言動 は、 単 に嵩 にかか って家 父 長 的
権力 を振 りか ざす時代錯誤 的な態度 で はな く、 ま さに時 のnativismの支配
的 イデオ ロギ ーに敏感 に反応 した身振 りと読 あるのではないだろ うか。
そ う考 えるな らば、なお さ ら 飾 θα4Giversは進歩 主義 者SaraとHugo
が、最後 には自民族中心主義者Smolinskyの前 に屈 す る物語 と も読 めて く
る。 こうした物語展 開が意 味を持 つ理 由 は、物語 内容 の背景 とな る時 代 と、
作品執筆 当時の現 実の時代 とのずれをふ まえ ると、 よ りは っきりと して くる。
飾2α4Giversが語 り手Saraの回想 の形 で描 き出す時代 は、 彼 女 が10歳 か
ら20代後半 までの約20年 間の ことであ る。 この時期が 明確 に言及 され るこ
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とはないが、RockefellerやMorganの名 が典型 的アメ リカ人 の表 象 と して
物語 に散見 され ることを考 え合 わせ、 さ らには作者Yezierskaの自伝 的要 素
も加 味 して推測 するな らば、お そ らく世紀 転換 期 か ら遅 くとも1910年代 の
第一次大戦 前 の ことと考 え られ る。 進歩主 義が支配的 イデ オ ロギーで あ った
その当時、 移民 に と って の理想 的 ア メ リカ ニズ ム とは、 ひ とっ にはIsrael
Zangwillの戯 曲の タイ トル とテーマ自体 に もうたわれているよ うに、 「メル
テ ィング ・ポ ッ ト」(meltingpot)にほかな らなか った。一般 に、 この場 合
の同化 とは、あ くまで各移民集 団がWASP主 流文化へ溶 け込む ことを意味 し、
メルテ ィング ・ポ ッ トはそのための強力な イデオロギ ー装 置 と して利用 され
る可能性を は らんでいた。 しか しDavidBialeは、Zangwillの戯 曲 が一見
WASPへ の同化志 向を匂 わせなが ら、 結 局 はすべ て をユ ダヤ性 に帰 す企 図
を隠蔽 させてお り、物語 はユ ダヤ性 の強調 へ と収斂 してい く点 を看破 す る。
た とえ ば聖 書 を拠 り所 とす る ピ1リ タ ン ・ア メ リカ巡 礼父 祖 さえ も、
"spiritualdescendantsofbiblicalJews"(Biale21-22)とな るとい う具
合 に。 そ うなると、 メルティング ・ポッ トの概念 に込 められた進歩 主義 的思
想 には、 あ らか じめ自民族中心 主義 が内在 してい たとも読 めて くる。
こう して見 て くる と、Saraがアメ リカ主流文化 への同化 を願 いな が らも、
最終的 にはユダヤ人社会への帰属意識 を一 た とえ それが どれだ け将 来 の不安
を暗示 しよ うと一再確認す るとい う物語 の展 開 は、人 種の るっぼ を隠 喩 とす
る進歩主義 的同化 の可能性が実 は幻想 にす ぎず、実現 不可 能 だ とい う現 実 を
強調 して いるのが わか る。 そ して この ことは、SaraとSmolinskyの発 想 の
コ ントラス トという形で、物語 に具現化 されてい るのであ る。
Saraは、父親 の権力 に屈 する形で 因襲 的 ユ ダヤ人 の アイデ ンテ ィテ ィの
中 に閉 じ込 められ た姉 たちとは違い、 自分 で 自分 の生 き方 を決 め る、 結 婚相
手 も自分で探す、 しか もその相 手 として ユ ダヤ移民 で はな く、 「ア メ リカ生
まれの男」 を選 びたいと言 う。
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I'd want an American-born man who was his own boss. And 
would let me be my boss. And no fathers, and no mothers, and 
no sweatshops, and no herring. (66)
























これが、前 述 したよ うに、第一次大戦後 に顕 在化 す る20年 代的nativismの
中心 的言説 であ り、人種的差異 の強調 こそが、多文化混成 国家 ア メ リカの理
想的現実を叙述 するにふさわ しい所以 も理解 で きよ う。B紹磁Giversは進 歩
主義 の時代 を描 きつっ も、 そ こに20年 代的言説が外挿 され ることに よ って、
一見 ノスタル ジ ックな物語 の中に、 あ くまで20年 代nativismの視点か ら、
人種の るっ ぼ的同化批判 の言説が醸 し出 される仕組 みになって いるので ある。
同化 の肯 定 とそ の拒 絶。 しか しなが ら、 二 人 の ユ ダヤ 人Zangwillと
Yezierskaの発想 のコ ントラス トは、そ の深層 において は、互 いに通底 した、
案外表裏一 体の ものだ ったのか もしれ な い。 もちろん、Zangwillがあ くま
で ユダヤ系 英国人 であ り、 その限 りにおいて、 アメ リカ社 会 に対 して外部 的
視点 しか提 示 しえなか ったとすれ ば、彼 の考 え方 と、 アメ リカ生 まれ ではな
いにせよ、 幼 くして移 民体験 を持 ったYezierskaの見方 とが おのず と異 な っ
た として も不思議 ではない。 しか し、Zangwillがメル テ ィ ング ・ポ ッ トの
概念 を、 その後の時代思潮 の変化 に柔 軟 に対応 させ、nativism的人 種観 を
もあ らか じめ包摂す る形に書 き換 え た(Biale22)のに対 して、Yezierska
のnativismは、 とりわ けそれが主 人公Saraを通 して考 えた と き、 本来 は
そ こか ら除 外されるべ き、 ユダヤ性 の放 棄によ る完全 な同化願望 をつ ねに は
らんでいた ことを見逃 してはな らない。 こ こに、 彼女 が20年 代 中葉 にはす
でに時代錯 誤 と化 して いた、 第一次 大 戦前 の同化主 義的 視点 に もとつ いて
劭2αdGiversを執筆 した可能 性が見 えて こよ う。進歩主義のその時代 こそ、
彼 女 が ア メ リカ へ と渡 り、 自 己 形 成 を 果 た した 時 代 で あ っ た の だ 。
Yezierskaにとっては、 同化 の夢、 つ まりあ らゆ る差異 を乗 り越 えて アメ リ
カ人 にな ることこそが理想 の自己実 現に ほかな らなか ったのである。
しか し、翻 ってSaraの場合 はど うで あろ うか。皮 肉 に も、 同 じユ ダヤ移
民 たちの目には、 アメ リカナ イズ され たSaraはユ ダヤ人 の宗 教 的伝 統 に も
とついた生活のあ り方 を冒漬 する もの に しか映 らない。母親 の葬 儀 で、身 内
の者が その衣服 の一部 を切 り取 り、 棺 に入 れ るとい う伝統 的 儀式 を、Sara
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がただひ とり拒否 したこ とに対す る周 りの者 たちの反応を、 語 り手 は こう回
想 してい る。"Ahundredeyesburnedonmetheircondemnation.`Look
ather,theAmericanerin!'"(255).イディ ッシュ語訛 りの 「アメ リカ人」
を表す この記 号は、 ユダヤ人 で もなければアメ リカ人 で もないSaraの アイ
デ ンテ ィテ ィの ゆれ を指 し示 してや ま ない。CarolJ.Batkerは、B㎎ αd
Giversについて触 れた箇所 で、教 師 とい う職業 がユ ダヤ移民 の子供 た ちを教
化 し、Americanizationへの道 の りを容易 にする役割 をにな ってい る点 に特
に注 目してい る(120)。なる ほど、Saraはユ ダヤ人 で もア メ リカ人 で もな
いのか もしれない。 しか し同時 に、Americanerinはその どち らで もあ りえ
ることを暗示 す る。 だか らこそ、Saraは移民 次世 代 の子供 た ち にア メ リカ
ニズムを伝 える媒介者 となる資格 を得 たと考えて もよいので はないだ ろ うか。
言 って しまえば、β㎎α4Giversは主人公 がアメ リカ人 になろ うとしてなれ
ない物語であ る。Saraの自己実現、それ はAmericanerinが暗示するように、
はかない充足感が もた らした錯覚 にす ぎないのか も しれな い。 しか し、 社 会
的同化 の願望 と人種的差異 の保存願望が複雑 に絡み合 うこの小 説 の物 語世 界
にお いて は、Saraの一見 宙ぶ らりんな 自己実現 こそが、 この 時代 の もっと
も現実的 なアイデ ンテ ィテ ィ確認 の方法であ ったので ある。 逆説 的 な解釈 か
も しれないが、Saraは自分がユ ダヤ人 であ ることを認識 す る ことに よ って、
は じめてアメ リカ人で あるとい う意識 を もっ ことがで きた ので はな いだ ろ う
か。人種的差異 を基準 と したアメ リカ ン ・アイデ ンテ ィテ ィの成型 。 それ は
Saraの場合 も、 自分 が とりもなお さず ユ ダヤ人 で あ り、 なお かっ ア メ リカ
人 で もあるとい う、解 きほ ぐしが たい二重の意識の受 け入 れへ と結実す る。
もちろん この ことは、Bialeが主 張す るよ うに、 た とえ ばZangwillのメ
ルテ ィング ・ポ ッ トの概念 と、 その批 判者 で あ るHoraceKallenの文化 多
元主義(culturalpluralism)とが、 と もにユ ダヤ人 の"Atoncepartof
theAmericanmajorityyetalsoaself-chosenminority"(32)とい う
二重性 を暗示す る点で表裏一体 の関係 をなす とい うことを考 え合 わせ ると、
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なお一層納 得 がい くだ ろ う。 そ して、 ま さに この二重 性 こそが、 その まま
B㎎α4Giversの物語世界 の特質 を も言 い当てていることを忘れてはな らない。
さらには、JohnDeweyが実 はKallenに大 きな影響 を受 けて い た(Cohen
39)ことを知れば、すでに伝記 的事実 と して確認 で き るよ うに、Deweyと
の親密 な関係 をかって結んでいたYezierskaもまた、Deweyを 通 じて多 元
文化主義 的思想 に通暁 して いた可能性を も十分 に推察で きるはず だ。 そ うで
あればなお さら、Yezierskaが作品執筆 当時 の時代状況 に敏 感 に反応 して い
た点 もあ らためて新 た な解 釈 と して指 摘 で きる だ ろ ラ。 つ ま り、 β㎎α4
Giversは、 多元文化主義 と自民族 中心主 義 との絶妙 のバ ランスの上 に成 り立
つ物語な のであ る。 ユダヤ人が アメ リカ ン ・アイデ ンテ ィテ ィを探求 しなが
ら、ユ ダヤ性 を再認識す るに至 るとい う物語展開 は、決 して一枚 岩 的 ではな
か った1920年代 アメ リカニズムの現 実の イメージにふ さわ しい。
さて、結論 として確認 したいのは、B紹α4Giversがユ ダヤ人の移民体験 を
懐古 的に描 き出す ノス タル ジックな物 語 で はな く、 きわ めて 時機 を得 た20
年代的 テク ス トであ ったとい うことであ る。 そ して、 この適 時性 は、 華 やか
な る20年 代 アメ リカ文化の裏側 の、progressivismとnativismとが いまだ
せ めぎあ う言説空 間で、 ひと りのユダヤ系作 家が直面 した、 自 らの アイデ ン
テ ィテ ィ確 認 の 問題 か ら生 ま れ て き た も の で あ った 。 この 点 か ら、
Yezierskaが時代 に即応 した この作 品を もって、作家 と して の ピー クを迎 え
たの も偶 然でない ことが、本稿 の分析 で理解 された と思 う。
しか しなが ら、国家ア メ リカ 自体 が繁 栄の20年 代か ら苦境 の30年 代 へ と
向かい、 急激に下 り坂 を駆 け下 りてい く運命をたど るの と呼応 す るか のよ う
に、Yezierskaもまた、β惣α4Givers以降、30年 代 前半 まで に さ らに二 っ
の作品を発表 しっっ も、作 家 として は徐 々 に沈黙 してい くこ とにな った点 も
指摘 してお くべ きだ ろう。1920年代 が体 現 した物質 的豊 か さが、 精神 的 自
己探求 を促す契機 とな った と言 え るな らば、不況下の30年 代 アメ リカで は、
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物質 的困窮のために、精神 的 自己探求 自体 が棚上 げにされ、 代 わ って社 会 改
革 的役割 を担 った文学 が前面 に出 ることとな ったの も当然 の流 れで あ ろ う。
Yezierskaは、 あるいはそ うした社会状況 さえ も敏感 に察知 して、 文 学 の表
舞台か らは身 を引いてい ったのだ とい う推測 も、 あなが ち的外 れで は な いか
も しれない。
だが、 もしかす るとこれ さえまた、 時代 の必然 だ ったのだろ うか。20年 代
前半、作家 と して一躍脚光 を浴 びた とき、 「スウ ェ ッ ト ・シ ョップの シ ンデ
レラ」("the`sweatshopCinderella'"[Batker112])とも 呼 ば れ た
Yezierska。思 えば、 この隠 喩的連関 は適切 なものだった のだ。 な に しろ彼
女 は、 ひ とつ の時代 の終焉 を告 げる時計 の鐘がな る前 に、姿 を隠 さね ばな ら
なか ったのだか ら。AmericanerinとAmericanをどこまで も差異化 しっっ、
同時 にまた限 りな く表裏一体 の幻影 に見せて しまう、進歩主 義 と自民 族 中心
主義 との交錯 が織 り成す魔法が解 けるその前 に。
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